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1）子宮内膜増殖症 ， 前癌病変の 取 り扱 い

11唄 大学助教授 沼

　 r・宮休癌をは じめ として子宮内膜増殖症や 子宮

内膜異型増殖症の 診断に は内膜掻爬に よる組織検

査を必要 とする こ とは論を待た ない ．また
， 前癌

病変 を捉え る こ とは もちろん重 要で あるが，そ の

際共存す る早期予宮体癌 を見逃すこ とが あ っ て は

な らない．

　現在子宮体癌や 前癌病変の 補助診断として は ，

非侵襲的な経腟超音波検査 ，
MRI

，
　 CT など の 画

像診断 ， ∫宮鏡，腫瘍 マ
ーカーな どが用 い られて

い る ．腫瘍 マ ーカ ーと して は CA125 ，
　 CAI9 ・9

，

CEA を中心 に い くつ か の マ ーカーが組合わ され

文 隆

て用 い られて い るが ，現段階で は増殖症，異型 内

膜増殖症の特異的マ
ー

カ
ーとい うもの は な い ．

　 しか しなが ら ， 最近 ， 子 宮 体癌 の natura ！

historン （tum ｛〕rigenesis ）は分子生物学的手法等

に よ っ て次第に明 らか に され つ つ ある．遺伝子変

化 も含め ， 特異的な変化が把握で きれば それは
・

種の 腫瘍マ
ーカ ー

であ り， 将来的 にはそ の 臨床応

用 も期待で きよう．

　今同は補助 診断 として 実地臨床で 有用 とされて

い る腫瘍 マ ーカー
や 画像診断の 現状 と今後の展 開

に つ い て言及 した い e
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　子宮内膜増殖症 ， 前癌病変に対する ホ ル モ ン 療

法の 適応 と限界に つ い て ， 最近 の 知見 を交 え発表

する．

　1．ホ ル モ ン療法

　疫 学的 にみ て ，
こ れ らの 内膜病変の 成立 に は

unopposed 　estrogen が密接 に 寄 与し て い る と考

え られ ， またほ とん ど の 内膜病変組織 中に エ ス ト

ロ ゲン受容体，プ ロ ゲ ス 1・　一ゲ ン受容体が存在し

て い るた め，治療 に は プ ロ ゲ ス トーゲ ン （ドに ，

ノ ン ・エ ス トロ ゲ ニ ッ ク　プ ロ ゲ ス ト
ーゲ ン の

一

つ である MPA が代表的薬剤）の 投 与が有効 と考

え られ る．MPA の 投 与に よ り正常な内膜に戻 る

宝

症 例 も多い ．そ の ほか に ， ダナ ゾール や GnRH ア

ナ ロ グ の 投 与も試み られて お り，
こ れ らの 効果 と

その 限界に つ い て言及す る．

　 2E その 他

　抗エ ス トロ ゲ ン剤の タ モ キシ フ ェ ン は乳癌の 術

後維持療法以外に
， 最近欧米で は 乳癌の ハ イ リ ス

ク症例の 癌発症予防治療薬 とし て 認 li∫され広 く使

用 され る ように なっ て い る．しか し
一・

方 ， タモ キ

シ フ ェ ン投与中に内膜癌や 前癌病変の 出現する症

例が存在 し問題にな っ て い る。こ の 点に つ い て も

「イ及す る．
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